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まえがき 

  

 東海市の学校における食物アレルギー対応は、「学校のアレルギー疾患に対する

取り組みガイドライン」（文部科学省監修・公益財団法人日本学校保健会発行）や、

平成２２年３月に発行された「学校給食における食物アレルギー対応の手引き」（愛

知県教育委員会）を参考に、各学校で具体的な対応について検討の上、進められて

きました。 

そうした状況において、平成２４年１２月に東京都調布市において食物アレルギ

ーを有する児童が、学校給食終了後にアナフィラキシーショックの疑いにより亡く

なるという事故が発生しました。これを受けて文部科学省では再発防止のための検

討が重ねられ、平成２７年３月に「学校給食における食物アレルギー対応指針」が

示されました。国の指針に基づき、愛知県教育委員会から平成２８年２月に「学校

における食物アレルギー対応の手引」が発行されました。 

東海市では、平成２９年６月から乳アレルギーを有する児童生徒に、学校給食の

飲用牛乳の替わりに豆乳の提供を開始しました。また、平成３１年度の小学校入学

児童から全員に食物アレルギーに関する調査を実施しました。それに伴い、改めて

国や県から示された指針や手引きを参考にして、令和３年４月に東海市食物アレル

ギー対応委員会を発足し、令和４年１月に東海市の実情を踏まえた「東海市学校に

おける食物アレルギー対応の手引」を作成しました。令和６年１０月からは、乳、

小麦、大麦、大豆のいずれかのアレルゲンを有する児童生徒を対象に、主食がパン、

麺、麦ご飯、五穀ご飯の代替食として、パックご飯の提供を開始することとしまし

た。 

食物アレルギーを有する児童生徒に、安全で安心な学校給食を提供するために本

書をご活用ください。 

 

 

令和６年９月 

 

 



 

 

目 次 

１ 学校における食物アレルギー対応の基本方針・・・・・・・・ P1 

２ 食物アレルギー対応のための基本的な流れ・・・・・・・・・ P2 

３ 食物アレルギー対応委員会について・・・・・・・・・・・・ P3   

４ 食物アレルギーを有する児童生徒への対応・・・・・・・・・ P4 

５ 食物アレルギーについての指導・・・・・・・・・・・・・・ P5 

６ 学校給食における食物アレルギー対応の基本方針・・・・・ P5 

７ 学校給食における食物アレルギー対応の流れ・・・・・・・・ P6 

８ 献立作成時における食物アレルギー基本方針・・・・・・・・ P7 

９ 献立変更時の対応・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ P7 

10 学校給食における代替食について・・・・・・・・・・・・・ P7 

11 緊急時の対応・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ P8 

12 事故及びヒヤリハットの報告・・・・・・・・・・・・・・・ P8 

13 安全（事故防止）への対応・・・・・・・・・・・・・・・・ P9 

14 食物アレルギー対応例・・・・・・・・・・・・・・・・・・ P11 

15 東海市様式・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ P14 

16 愛知県様式・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ P44 

17  愛知県リーフレット 保護者の方へ・・・・・・・・・・・・ P49



1 

 

１  学校における食物アレルギー対応の基本方針  

食物アレルギーを有する児童生徒を含めた全ての児童生徒が、学校

生活を安全・安心に過ごせるように、次の５点を学校における食物ア

レルギー対応の基本とする。  
 

(1)学校における食物アレルギー対応は、東海市教育委員会及び学校にお  

いて組織的に行う。  

 

(2)児童生徒の食物アレルギー対応に対して、学校において管理を行う場

合は「学校生活管理指導表（アレルギー疾患用）様式４」の提出を必須

とする。  

 

(3)緊急時の対応の体制作り、研修及び医療・消防機関との連携を図る。 

 

(4)教職員・児童生徒及び保護者に対し、食物アレルギーに関する知識の

普及・啓発を図る。  

 

(5)食物アレルギーを有する児童生徒にも、学校給食を提供する。そのた

めにも、安全性を最優先とする。  
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２  食物アレルギー対応のための基本的な流れ  

 

＜流れ＞           ＜内容等＞            ＜関係書類＞  

 

                    食 物 ア レ ル ギ ー の 有 無 ・ 学 校 生 活 で の 配 慮 の  

有 無 ・ 食 物 ア レ ル ギ ー の 原 因 食 品 や 状 況 を 把 握  

す る 。    

 

                     

 

 

該 当 者 と は 、 調 査 票 で 、 学 校 生 活 で の 配 慮 を  

希 望 す る と 回 答 が あ っ た 児 童 生 徒  

 

 

申 請 書 類 は 、 入 学 説 明 会 で 保 護 者 か ら 受 け 取  

る 。 受 け 取 る 時 に 様 式 ６ と 保 護 者 記 入 例 を 渡  

す 。  

 

面 談 は 新 1 年 生 と 新 規 申 請 者 と エ ピ ペ ン 所 持  

者 や 必 要 と 判 断 さ れ た 場 合 に 行 う 。 面 談 後 に 学  

校 用 記 入 例 を 参 考 に し て 様 式 ６ を 完 成 し 、 毎 年  

更 新 す る 。 エ ピ ペ ン 所 持 者 に つ い て は 、 食 物 ア  

レ ル ギ ー 症 状 発 生 時 の 緊 急 対 応 マ ニ ュ ア ル 等 も  

作 成 す る 。  

 

委 員 会 で 検 討 し 、 校 長 が 学 校 と し て の 案 を 決  

            定 す る 。  

 

保 護 者 に 校 内 食 物 ア レ ル ギ ー 対 応 委 員 会 で の  

決 定 内 容 を 説 明 す る 。 保 護 者 の 理 解 を 得 ら れ な  

い 場 合 は 、 東 海 市 教 育 委 員 会 へ 支 援 要 請 す る 。  

 

 

個 別 の 取 組 プ ラ ン 、 食 物 ア レ ル ギ ー 症 状 発 生  

時 の 緊 急 対 応 マ ニ ュ ア ル 及 び 学 校 給 食 に お け る  

食 物 ア レ ル ギ ー 対 応 を 全 て の 教 職 員 で 共 有 し 、  

個 々 の 児 童 生 徒 の 対 応 に つ い て 共 通 理 解 を 図  

る 。  

 

取 組 の 様 子 や 改 善 点 を 検 討 ・ 修 正 す る と と も  

            に 必 要 に 応 じ て 保 護 者 の 意 見 ・ 要 望 を 確 認 し 、  

            記 録 す る 。 年 度 の 途 中 で 変 更 の 申 請 が あ っ た 場  

            合 は 、 様式 ４ に医師に追記 してもらい再提出 してもら 

う 。 解 除 の 申 請 の 場 合は様式 ８ を提出 してもらう。  

次 年 度 も 継 続 し て 対 応 希 望 す る 場 合 は 、 12 

            月 中 旬 ま で に 書 類 (様 式 ２ ～ ４ 、10、 11)を 渡 す 。  

７  評価と次年度に

向けて  

２  対応申請受付  

食 物 ア レ ル ギ ー 対 応

申 請 【 様 式 ２ ・ ３ ・ ４ ・

10・ 11】  

食 物 ア レ ル ギ ー 対 応 申

請 書 類 【 様 式 ２ ・ ３ ・ ４ ・

５ ・ 10・ 11】  

 

除 去 解 除 申 請 書

【 様 式 ８ 】  

３  保護者との面談

実施  

５  保護者への説明  

６  全ての教職員の

共通理解  

面 談 記 録 票 兼 個 別 の 取

組プラン 【 様 式 ６ 】  

１  食物アレルギー

の調査  

※保護者に様式６を渡 し 、確認後、サインして も らい 、学校へ提出して も らう。  

４  学校の食物アレ

ル ギ ー 対 応 に 関

する委員会開催  

食 物 ア レ ル ギ ー に 関

す る 調 査 票 【 様 式 １ 、

１ － １ 、１ － ２ 】  

面 談 記 録 票 兼 個 別 の

取組プラン 【 様 式 ６ 】  

※小学校新１年生は、 教 育委員会 から郵送され た 調査票を 就学時健康診 断 で回収する。  

該当者に、栄養教諭 か ら 申請書類を渡す。  

※中学校新１年生は、 在 籍小学校で調査票を 配 付 回収し、 12 月中に入学予 定中学校へ 送る。 
（ 小 中 学 校 で 、 該 当 者 の 検 討 を 行 い 、 小 学 校 よ り 該 当 者 に 申 請 書 類 を 渡 す 。 ）  

※転入生は転入時に 、 調 査票を渡し 、回収する 。  

 

食 物 ア レ ル ギ ー 症 状

発 生 時 の 緊 急 対 応 マ

ニ ュ ア ル 案 参 考 資 料

【 様 式 ７ 】 作 成 対 象 者 :

エピペン所 持 者  
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３  食物アレルギー対応委員会について  

(1)  東海市食物アレルギー対応委員会について  

ア構成委員  

教育委員会指導主事、給食担当校長、学校給食センター所長、給

食主任代表（小学校１名・中学校１名）、主任養護教諭、養護教

諭代表、栄養教諭代表（小学校 1 名・中学校 1 名）、アレルギー

専門医、必要に応じて保護者代表・消防機関等  

 

イ協議内容  

⚫  学校における食物アレルギー対応の基本方針を策定  

⚫  食物アレルギー対応マニュアル作成  

⚫  学校における食物アレルギー対応の環境整備  

⚫  食物アレルギーに関する校内研修会や対応の支援  等  

 

ウ開催時期  

６月と 1 月の年２回開催を原則とする。ただし、必要があればそ

の都度開催するものとする。  

 

(2)  校内食物アレルギー対応委員会について  

ア構成委員  

校長、教頭、教務主任、校務主任、保健主事、養護教諭、給食主

任、栄養教諭、学年主任、学級担任および関係職員、その他必要に

応じて学校医、学校給食センター関係者（学校給食センター所長、

栄養教諭）、教育委員会担当者、保護者、主治医を加える。  

 

イ協議内容  

⚫  食物アレルギー対応についての具体的な方針策定  

⚫  校内の食物アレルギー対応マニュアル作成  

⚫  学校給食における食物アレルギー対応の環境整備  

⚫  食物アレルギー対応の申請があった児童生徒の「個別の取組

プラン」「食物アレルギー症状発生時の緊急対応マニュアル」

を検討・決定  

⚫  全ての事故およびヒヤリハット事例の収集、対応策の検討を

し、東海市食物アレルギー対応委員会に報告  

⚫  食物アレルギー対応の評価と見直し  

⚫  医療機関や消防機関との連携  

 

ウ開催時期  

４月と３月の年２回開催する。ただし、必要があればその都度開催

するものとする。  
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４  食物アレルギーを有する児童生徒への対応  

食物アレルギーを有する児童生徒が、学校生活を安全・安心に過ごす

ことができるよう、新 1 年生と新規発症者とエピペン所持者に対しては

毎年面談を行い、学校で「面談記録票兼個別の取組プラン (様式６ )」を

作成する。エピペン所持者に対しては「食物アレルギー症状発生時の緊

急対応マニュアル (参考資料様式７－１、７－２ )」も作成する。これに

基づき、学級担任を始めとした全ての教職員で対応する。  

継続対応者についても、毎年対応内容の確認をし、更新する。  

保護者との面談には、学級担任、養護教諭、給食主任、栄養教諭、管

理職等が出席することが望ましい。  

面談実施時期は、新年度学級担任が決まってから４月に実施すること

が望ましい。中学校新１年生は入学後すぐに給食が始まるので、前年度

３月に実施することが望ましい。  
 

(1)  給食の時間  

給食の時間では誤食防止のための管理が重要である。学級担任は保

護者からの指示が記入された「給食対応連絡用献立表（様式 14）」を

確認する。誤配膳がないかを学級担任と食物アレルギーを有する児童

生徒本人が確認して喫食する。給食の時間には、誤食やアレルゲンに

触れる事故がないように、本人だけでなく学級全体でルールを決める

などの配慮をする。日常の繰り返しの中で、確認作業が形骸化しない

ように注意する。  

 

(2)  食品を扱う授業や活動  

調理実習や栽培活動をする授業や活動では、「食べる」だけでなく

「吸い込む」ことや「触れる」ことも発症につながるため、個々の児

童生徒に応じたきめ細かな配慮が必要となる。「学校生活管理指導表

（アレルギー疾患用）」や「個別の取組プラン」に基づいて対応する。 

 

(3)  体育・部活動等運動を伴う授業や活動  

アナフィラキシーが起こる原因のひとつに「運動」があげられる。

アナフィラキシーの経験の有無に関わらず、運動がリスクとなる可能

性があることを全ての教職員に周知し、安全に管理する必要がある。

「食物依存性運動誘発アナフィラキシー」は、原因食品を食べただけ

では現れないが、食後に運動するとアナフィラキシーが起こる。食物

アレルギーのなかった児童・生徒が、突然発症する例もある。小麦、

甲殻類の順に多く、桃やりんごなどの果物でも発症が増加している。 
 

(4)  校外活動  

引率するすべての教職員が、食物アレルギーを有する児童生徒の情

報を十分に把握しておく必要がある。校外で重篤な食物アレルギーを

発症した場合を想定し、エピペンなどの持参薬の有無や管理方法、発

症した場合の対応について、「個別の取組プラン」や「食物アレルギ
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ー症状発生時の緊急対応マニュアル」を確認するとともに、現地の医

療機関を事前に周知しておく必要がある。  
 

５  食物アレルギーについての指導  

(1)  食物アレルギーに関する理解を深める指導  

原因食品の除去と偏食を区別するなど、お互いを思いやる心を育て

ることが必要である。児童生徒の発達段階に応じて、関係教科や特別

活動の場をとらえて、全ての児童生徒に対して、食物アレルギーに対

する理解を深める指導を行う。食物アレルギーについての指導を「食

に関する指導の全体計画」の中に位置づけ、全ての教職員で共通理解

を図る。  

 

(2)  食物アレルギーを有する児童生徒や保護者に対しての個別的な相談  

給食の時間をはじめ、食物アレルギーを有する児童生徒の学校での

様子を保護者に伝えたり、家庭での様子を聞き取ったりして、食物ア

レルギー対応について連携を図る。また、栄養素の補い方、食物アレ

ルギーを有する児童生徒のストレス緩和の方法などについて、希望に

応じて相談や指導を養護教諭や栄養教諭と連携して行う。  
 

６  学校給食における食物アレルギー対応の基本方針  

食物アレルギーを有する児童生徒にも学校給食を提供する。そのた

めにも安全性を最優先とし、以下の５点を学校給食における食物アレ

ルギー対応の基本とする。  

 

(1)学校給食において食物アレルギー対応を行う場合は、「学校生活管

理指導表（アレルギー疾患用）」の提出を必須とする。  

 

(2)調味料・だし・添加物に含まれる微量のアレルゲンや、注意喚起表

記（食品表示法）程度のアレルゲンの混入でアレルギー症状を発症し

ない児童生徒を対象とする。  
 

(3)原則として、食物アレルギー対応を行う児童生徒に対しては、量の

多少にかかわらず、アレルゲンを含む食品・料理は、提供しないこと

とする。（ただし、調味料等による微量のアレルゲンは含まれる）。  

部分解除（飲用牛乳のみ除去･牛乳を使った料理摂取可、生全卵の

み除去･マヨネーズ加熱済み料理摂取可など）は学校生活管理指導表

に従って対応する。  

 

 (4)除去食・代替食対応については、現状の調理場の設備と人員では、

混入事故の恐れがあるため、飲用牛乳と主食のみ、豆乳とご飯（パッ

クご飯）への代替対応を行う。給食センター内において現状の問題点  

が改善された時点で、卵・乳の除去食対応の提供を目標とする。  
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(5) 食物アレルギーを有する児童生徒にも学校給食を提供するために 、

安全性の確保の観点から、学校及び給食センター等の施設・人員等の環

境整備を進める。  

 

７  学校給食における食物アレルギー対応の流れ  

(1) 食物アレルギー資料の配付  

               

 

  

  アレルギー対応が必要な児童生徒への配付物  

①  給食対応連絡用献立表        【様式 14】  

②  予定献立表  

③  アレルギー対象食品使用献立一覧表  【様式 15】  

④  献立使用量一覧表（希望者のみ）   【様式 16】  

 

（ 2）「給食対応連絡用献立表」の提出  

 

 

・保護者は、アレルゲンの有無を確認し、「給食対応連絡用献立表」

に記入  

・保護者は、「給食対応連絡用献立表」のコピーを自宅に保管  

 

（ 3）提出された「給食対応連絡用献立表」の確認・決定  

 

 

 

 

 

 

 

 

（ 4）給食対応の実施  

・「給食対応連絡用献立表」を毎日確認  →  担任  と  本人   

・誤配膳がないかを確認  →  担任  と  本人  

   ・「給食対応連絡用献立表」に確認したことを記録で残す  →  担任   

・配膳時に記録した「給食対応連絡用献立表」を毎月回収し、  

保存する        →  校内担当者   

 

  

 

給食センター  学校  保護者  
前 月 １ ９ 日 ご ろ  

（ ９ 月 分 は ８ 月 ８ 日 ご ろ ） 

保護者  学校  

確認事項  

・「 予 定 献 立 表 」や「 ア レ ル ギ ー 対 象 食 品 使 用

献 立 一 覧 表 」の 該 当 す る 食 品 を 確 認 、「 給 食

対 応 連 絡 用 献 立 表 」に 記 載 漏 れ が な い か を 確

認 す る 。  

・ 不 安 な こ と が あ れ ば 必 ず 保 護 者 に 確 認 す る 。 

・ 欠 食 の 日 は 、 ２ 日 前 ま で に 食 数 変 更 す る 。  

 

 

・学級担任  

・給食主任  

・養護教諭  

・栄養教諭  

   など  

複
数
人
で
確
認 

校長  
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８  献立作成時における食物アレルギー基本方針  

(1)   食物アレルギーを発症すると特に重症度 の高い食品や 学校給食で

使用実績がないそば、落花生、キウイフルーツ、一部の種実類（アー

モンド、カシューナッツ、くるみ、けし、ピスタチオ、ブラジルナッ

ツ、ヘーゼルナッツ、ペカンナッツ（ピーカンナッツ）、マカダミア

ナッツ、まつ）、あわび、いくら、まつたけは献立に入れない。  

 

(2)   食物アレルギーを有する児童生徒の人数が多い原因食品（卵、乳、

えび、かに）は、週単位で考え、それぞれ連日での使用や、同日の副

食で複数の料理での使用はしない。  

 

(3)   食物アレルギー対応を考慮したセレクト給食、スペシャルスクール

ランチを実施する。  

 

(4)   原因食品を使用する場合は、分かりやすい献立名にする。  

 

(5)   アレルゲンを含む加工食品の使用をできるだけ減らす。加工食品は

使用条件を明確にし、必ず最新の原料配合表を取り寄せる。  

 

９  献立変更時の対応  

献立の変更はやむを得ない場合のみとする。献立変更を行う場合、

給食センターから学校を通して、変更によりアレルギー対応が必要と

なる児童生徒、保護者へ確実に情報を提供する。  

 

10 学校給食における代替食について  

  (1)飲用牛乳の豆乳代替について  

食物アレルギーで、原因食物が乳であり、食物アレルギー対応が必

要とされている児童生徒に、牛乳（パック２００ｍｌ）の代替食として

豆乳（パック２００ｍｌ）の提供を実施する。  

ア  提供代替食  

調製豆乳（パック２００ｍｌ）：  アレルゲン（大豆）  

イ  実施対象  

  次の両方の条件を満たす場合とする。  

 毎年１回以上、医療機関を受診し、医師の診察及び検査により

「食物アレルギー（乳）」と診断され、「学校生活管理指導表（ア

レルギー疾患用）」の提出がある場合  

 豆乳（パック２００ｍｌ）の提供を希望する場合  

 

  (2)主食（パン、麺、麦ご飯、五穀ご飯）のパックご飯代替について  
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食物アレルギーで、原因食物が乳、小麦、大麦、大豆であり、食物ア

レルギー対応が必要とされている児童生徒に、「パン、麺、麦ご飯、五

穀ご飯」の代替食としてご飯（パックご飯）の提供を実施する。  

ア  提供代替食  

ご飯（パックご飯）  

イ  実施対象  

  次の両方の条件を満たす場合とする。  

 毎年１回以上、医療機関を受診し、医師の診察及び検査により

食物アレルギー（乳、小麦、大麦、大豆のいずれかのアレルギー）

と診断され、「学校生活管理指導表（アレルギー疾患用）」の提

出がある場合  

 主食の代替（パックご飯）の提供を希望する場合  

 

(3)給食費  通常の給食費とする。  

 

(4)申請手順等  

毎年の通知に基づき、書類等の提出が必要となる。  

 

11 緊急時の対応  

食物アレルギー症状が現れたら、校内危機管理マニュアルの学校内

での役割分担に従い各教職員が対応する。保護者との連絡がとれない

場合でも適切な対応ができるように、薬の服用やエピペンを使用する

タイミングについて、事前に保護者と共通理解を図り、「個別の取組プ

ラン」及び「食物アレルギー症状発生時の緊急対応マニュアル」に明記

しておく。  

 

【  緊急時の対応のための体制づくり  】  

①  校内危機管理マニュアル  

②  災害報告・緊急処置チェックリスト（アナフィラキシー用）  

(参考資料様式９ ) 

③  エピペンの使い方  

④  心肺蘇生と AED の使用手順  

⑤  救急要請（ 119 番通報）のポイント  

⑥  面談記録票兼個別の取組プラン（様式６）  

⑦  食物アレルギー症状発生時の緊急対応マニュアル  

（参考資料様式７－１・７－２）  

 

12 事故及びヒヤリハットの報告  

食物アレルギー事故が発生した場合、児童生徒の安全を確保するこ

とが第一である。児童生徒の安全を確保した上で、事故の状況や問題

となった原因を管理職に報告し、事故発生状況報告などの対応を行う。 
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  (1)事故の場合  

 ア  エピペンを使用した場合  

・学校は、教育委員会に電話で一報を入れる。  

（教育委員会は、給食に関わる場合は給食センターに連絡）  

・学校は、速やかに「児童・生徒の事故発生速報（愛知県食物アレル

ギー対応の手引より  県提出様式８）」を作成し、教育委員会へ提

出する。教育委員会は、県（知多教育事務所）に提出する。  

・学校は、事故の概要が判明次第速やかに「児童・生徒の事故発生報

告書（愛知県食物アレルギー対応の手引より  県提出様式１０）」

を作  成し、教育委員会へ提出する。教育委員会は、県（知多教育

事務所）に提出する。  

イ  喫食・接触等してしまった場合  

エピペンの使用には至らなかったものの、食物アレルギーを有す

る児童生徒が、対象食品を喫食・接触等してしまった場合  

・学校は、教育委員会に電話で一報を入れる。  

（教育委員会は、給食に関わる場合は給食センターに連絡）  

 

(2)ヒヤリハットの場合  

学校は、児童生徒の健康に被害のおそれがあった場合をヒヤリハッ

ト事例とし、教育委員会が情報を求めた場合に報告する。  

 

13 安全（事故防止）への対応  

食物アレルギーを有する児童生徒が学校において安心して過ごすた

めには、全ての職員が食物アレルギーの特徴をよく知ることや、個々

の児童生徒の症状の特徴を把握して対応することが基本である。緊急

時に備えて、校内危機管理マニュアルと食物アレルギー症状発生時の

緊急対応マニュアルを作成し、全ての教職員に周知する。また、緊急時

に適切な対応をするためには、定期的に緊急時対応の訓練をすること

が大切である。  

 

(1)  研修の実施  

教職員が食物アレルギーやアナフィラキシーの正しい知識をもち、

エピペンを正しく扱えるように実践的な研修を定期的に実施する。  

 

(2)  事故及びヒヤリハット事例の収集・検証・周知  

すべての事故及びヒヤリハット事例は、教育委員会で情報を収集し

東海市食物アレルギー対応委員会において検証し、対策を検討する。

教育委員会は、集約した情報を学校へ周知し、市内の学校で共有する

ことにより、事故防止の徹底に努める。  
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「学校における食物アレルギー対応の手引き」（ 愛知県教育委員会） P69 より  
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14 食物アレルギー対応例           

○質 卵アレルギーです。生は食べられません。加熱済みは食べられます。

マヨネーズ、プリンは食べられます。  

○回 その点を明記した管理指導表の提出があれば、給食は、ほぼ食べら

れると考えます。学校行事や授業等で生卵を扱う場合がありますので、

学校へは対応申請書を提出し、対応をお願いすることをお薦めします。

アレルギー症状は成長とともに変わることもあり、専門医で診療をう

けることで改善する例も多いと聞いています。アレルギー専門医を受

診されて、学校生活管理指導表を記入してもらうことをお薦めします。 

 ※ 1 保護者に給食だけでなく、学校生活において配慮が必要である

場合は提出するようにお願いするが、それでも希望しない場合

は、強要はしない。ただし、授業、宿泊行事等で配慮が必要とな

る学年になったら生活管理指導表の提出を依頼する。  

 

○質 そばアレルギーです。ｏｒ  落花生アレルギーです。  

○回 給食では、そば、落花生は出ませんが、加工食品は、同一ラインでそば、

落花生を扱っている場合があります。そのレベルの混入でも食べられない場合

は、給食は提供できません。学校生活では、校外活動や総合学習、調理実

習、行事等でも配慮が必要なので、申請してください。※ 1 と同様  

 ※ 2 東海市の学校給食では、重症度の高い食品や学校給食で使用実績

がないそば、落花生、キウイフルーツ、一部の種実類（アーモンド、

カシューナッツ、くるみ、けし、ピスタチオ、ブラジルナッツ、ヘー

ゼルナッツ、ペカンナッツ（ピーカンナッツ）、マカダミアナッツ、

まつ）、あわび、いくら、まつたけは使用しません。  

 

○質 乳アレルギーです。症状は軽く、飲用牛乳のみ飲むのをやめたいで

す。その他の主食や副食は、乳が使用されていても食べられます。  

○回 その点を主治医によって、学校生活管理指導表の「Ｆ .その他の配

慮・管理事項（自由）記載」欄に明記されており、学校の状況も踏まえ

て安全性が確保できれば、その対応は可能です。ただし、量の調節はで

きませんので、コップに１００ｍｌだけ出して飲む等の対応はできま

せん。なお、飲用牛乳の取り扱いとしては、飲用豆乳を飲むか、飲用牛

乳提供のまま無配膳か、のどちらかの選択になります。  

  ※ 3 明記の例としては、「飲用牛乳 200 ㎖を飲み、その後に全力運

動してもアレルギー症状が出ないことを確認済」等  

※ 4 小麦についても同様の対応となります。  
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主食（パン・麺）のみ食べない場合の明記の例としては、「食

パン１枚（６枚切り・60ｇ）を食べ、その後に全力運動してもア

レルギー症状が出ないことを確認済」等  

 

○質 皮膚に発疹が出ているので、受診したところ、「 りんごを除去して様子をみま

しょう。」 と診断された。学校生活管理指導表の記入を医師にお願いしたら、

「生のカットのリンゴのみやめて、りんごピューレやりんごジャムは食べてよい、生

活管理指導表を書くほどではない。」 と言われ、書いてもらえなかった。給食で

生のカットりんごが出る場合は自分で食べないようにできるので、アレルギー個

別対応なしで、お願いします。 

○回 現時点では、食物アレルギーの対応ではなく、別の疾患に対する個

別対応という扱いになります。できれば医師の診断書を提出していた

だきたい。  

 

○質 えびアレルギーです。えびを自分で取り除いて食べられますので、

対応は必要ないです。  

○回 学校生活管理指導表の提出をお願いします。給食は、自分で 100％

取り除けるということは保証できないので、1 品全てを食べるか食べな

いかという対応になります。あらかじめ予定献立表やアレルゲンに関

する資料をお渡しし、アレルゲンを含む料理を食べるか食べない、食べ

ない場合は代わりはなしか、１品お持ちいただくかなどを連絡表を使

って学校と家庭で連絡把握し合い、対応していきます。※ 1 と同様  

 

○質 花粉アレルギーです。果物でも口腔アレルギー症候群があり、季節

や花粉症の症状に比例して、食べられたり食べられなかったりします。 

○回 給食は、 1 カ月単位で予定献立表やアレルゲンに関する資料をお渡

しし、あらかじめ対応を決めていきます。安全を確保するため、給食で

は食べないという対応をするかなど具体的な対応は学校側と相談して

決めていくことになります。アレルギー専門医を受診されて、学校生活

管理指導表を提出して下さい。※ 1 と同様  

 

○質 そらまめアレルギーです。  

○回 給食の食材として、そらまめが入っている場合は、予定献立表に記

載がありますが、トウバンジャンという調味料に入っている場合は、記

載がありません。そらまめはアレルギー対象食品使用献立一覧表にも

ない項目です。使用量一覧表にはトウバンジャンの記載があるので、そ

れを見て判断してください。  



13 

 

 

○質 小麦・卵・ごまアレルギーです。小麦アレルギーが解除になりまし

た。これからは小麦の入った料理は食べます。  

○回 年度途中の解除の場合は、既提出の生活管理指導表を返却し、医師

にその内容を追記してもらい、学校へ再提出してください。  
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様式１裏面  
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様式１－１裏面  
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様式１－２裏面  
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様式２裏面
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                             様式 14   

 
 

[給食対 応連 絡用 献立 表 ] 
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                             様式 15   
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                             様式 16   [献立使 用量 一覧 表 ] 
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